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当地点から西に 29km に Kanengo RGC（潜在需要 79kW）、北に 18km に Chibote RGC
（潜在需要 133kW）が存在する。この 2RGC だけを供給範囲とすると供給力が過剰とな

る。これら 2RGC から既設の Kawambwa Tea 変電所方面にそれぞれ 20km ほど進んだ地点

に、Mushota RGC（潜在需要 588kW）および Chama RGC（潜在需要 355kW）が存在する

が、これらを供給範囲に含めるにはポテンシャルが小さいうえに、配電線延伸距離の合

計が KawambwaTea 変電所から送電する場合より長くなってしまうため、これは得策では

ない。当地点を 200kW として開発した場合、500kW として開発した場合と比較して土木

設備工事数量に大きな差が生じないため、ここでは開発規模を 500kW として開発費用を

算出し、表 8-16に示した。 

表 8-16 Chilongo Falls 地点諸元および開発費用 

 
 

(k) Mumbuluma Falls II 地点 

Mumbuluma Falls II 地点は、ルアプラ州の州都である Mansa 郡中心から北西に約 34km、 
Luapula 川の支流である Luamfumu 川上に位置する（(f)項で述べた Mumbuluma Falls と同

名であるため、便宜上 Mumbuluma Falls II と呼ぶ）。図 8-40に調査地点の写真を示す。2
つの小さな滝が連続しており、総落差は 12m 程度となる。また、調査を実施した 2007 年

8 月 10 日の流量は約 1.5m3/s であった。乾期の流量を 0.8m3/s 程度として、ポテンシャル

は 70kW 程度である。開発に際しては、アクセスも良く、水路・鉄管等もコンパクトに設

計できる良い地点であるが、ポテンシャルが非常に小さく、また電化済みの Mansa 郡中

心とそれほど離れていないため、開発する必要性は極めて低い。 
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a) Upper Fall 

 
b) Lower Fall 

図 8-40 Mumbuluma Falls II 地点写真 

(3) 西部州 

西部州における小水力発電ポテンシャル調査は、2007 年 6 月 4 日から 2007 年 6 月 6 日で実施

した。当初、小水力発電ポテンシャル調査は、北部州、北西部州およびルアプラ州のみで実施

する予定であったが、西部州内の郡政府よりポテンシャル地点の推薦があり、これら地点につ

いて追加的に調査を実施した。調査を実施した 5 地点の位置図を図 8-41 に示す。 



第 8 章 マイクロ水力発電計画  

8-50 

 

図 8-41 小水力発電ポテンシャル調査地点位置図（西部州） 

調査を実施した 5 地点の一覧を表 8-17に、写真を図 8-42に記す。写真から明らかなように、

これら 5 地点はいずれも流量は非常に大きいものの、ほぼ平坦であり、発電に必要な落差を得

ることが困難であり、またダムを建設するにも影響範囲が非常に大きく、地方電化向け小水力

発電所建設に適した地点ではなかった。よって調査地点の紹介に留め、ポテンシャルは評価し

ない。 

表 8-17 西部州小水力ポテンシャル調査地点一覧 

Name of Site District Latitude Longitude 
Name of 

River Date of Visit 

Santelenge Falls Lukulu S14:01:29 E23:41:44 Kabompo 04-Jun-2007 

Kangongo Falls Lukulu S14:06:38 E23:24:47 Kabompo 04-Jun-2007 
Kwata Kumateti 
Falls Kaoma S14:11:27 E23:16:38 Luena 05-Jun-2007 

Kakula Falls Kaoma S14:33:06 E24:13:45 Luena 06-Jun-2007 

Kafubu Falls Kaoma S14:39:28 E24:30:51 Luena 07-Jun-2007 
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a) Santelenge Falls on Kabompo River 

 
b) Kangongo Falls on Kabompo Reiver 

 
c) Kwata Kumateti Falls on Luena River 
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d) Kakula Falls on Luena River 

 
e) Kafubu Falls on Luena River 

図 8-42 北西部州地点調査写真 

(4) 小水力発電ポテンシャル調査結果集約 

2 回におよぶ小水力発電ポテンシャル調査において、計 25 地点（北西部州 9 地点、北部州 9
地点、ルアプラ州 2 地点、西部州 5 地点）の調査を実施した。また、これらのうち特に有望で

あった 9 地点については、概略設計および建設費用を算出した。これら 9 地点は、国立公園や

指定保護区域となっておらず、開発において大きな支障となる環境問題は起り得ないと考える

が、開発に当たっては環境面に与える影響についても詳細な調査が必要である。 

北西部州では、郡の中心であっても国際系統より電化されていない地域も多く存在している

ため、小水力発電による局部的な電化は有効な手段であるといえる。調査を実施した 9 地点の

うち、Upper Zambezi, Mujila Falls Lower, Mujila Falls Upper, Kasanjiku Falls, および Chauka 
Matambu Falls の 5 地点は、有望な地点である。表 8-18に、北西部州の小水力発電ポテンシャル

調査結果を示す。 
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北部州およびルアプラ州では、北西部州と比較して落差の大きい滝が多く存在し、小水力地

点のみならず、大規模水力地点の存在も多く存在する。調査を実施した 2 州合計 11 地点のうち、

Namukale Falls, Chilambwe Falls, Mambuluma Falls, および Chilongo Falls の 4 地点は有望である。

表 8-19 に、北部州およびルアプラ州の小水力発電ポテンシャル調査結果を示す。各郡の中心部

は ZESCO の系統により既に電化されているため、配電線延伸による電化の方が有利と思われる

地点が多く、北西部州と比較すると小水力開発のニーズは低い。ただし、これら地域は既存の

電源から遠く離れた末端にあたる位置にあるため、総じて系統の安定性が低い。よって

Kalungwishi 地点などの大規模開発計画を進めることはもちろん、表 8-19 の小水力発電も 大

規模で設計し、地方電化目的のみならず系統に接続することを視野に入れ、積極的に開発を進

めていくことが求められる。 
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